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国立大学法人香川大学

差　　　額

（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 10,719 10,243 △ 476 （注１）

　　うち補正予算による追加 212 212 -

施設整備費補助金 3,633 709 △ 2,923 （注２）

　　うち補正予算による追加 2,231 - △ 2,231 （注３）

船舶建造費補助金 - - -

施設整備資金貸付金償還時補助金 - - -

補助金等収入 260 342 81 （注４）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 58 58 -

自己収入 17,849 19,099 1,249 　

授業料、入学料及び検定料収入 4,044 3,970 △ 74 （注５）

附属病院収入 13,658 14,803 1,145 （注６）

財産処分収入 - - -

雑収入 146 325 178 （注７）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,345 1,564 218 （注８）

引当金取崩額 90 90 △0 　

長期借入金収入 1,963 1,189 △ 774 （注９）

貸付回収金 - - -

承継剰余金 - - -

旧法人承継積立金 - - -

目的積立金取崩 - 66 66

計 35,921 33,364 △ 2,557

 支出

業務費 27,826 27,577 △ 249

教育研究経費 13,567 14,260 693 （注10）

診療経費 14,259 13,316 △ 942 （注11）

施設整備費 5,655 1,957 △ 3,697 （注12）

船舶建造費 - - -

補助金等 260 342 81 （注13）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,345 1,210 △ 135 （注14）

貸付金 - - -

長期借入金償還金 833 837 4

国立大学財務・経営センター施設費納付金 - - -

計 35,921 31,925 △ 3,996

収入－支出 - 1,439 1,439

※上記の金額は、すべて百万円未満切捨で表示しております。

○予算と決算の差異について

平成２４年度　決算報告書

　　　　　　　 （単位：百万円）

                            平成 ２４ 年度 予　算　額 決　算　額 備　　　考

（注５）授業料、入学料及び検定料収入については、在籍者の減少により、予算金額に比して決算金額が７４百万円

　　　　少額となっている。

（注６）附属病院収入については、手術件数の増加等に伴う収入増により、予算金額に比して決算金額が１,１４５百万円

　　　　多額となっている。

（注７）雑収入については、科学研究費補助金間接経費受入額の増等により、予算金額に比して決算金額が１７８百万円

　　　　多額となっている。

（注９）長期借入金については、当初事業計画の変更に伴い、予算金額に比して決算金額が７７４百万円少額となって

　　　　いる。

（注８）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、国、特殊法人及び民間からの受託研究の増加により、

　　　　予算金額に比して決算金額が２１８百万円多額となっている。

（注１）運営費交付金については、給与改定臨時特例法に基づく国家公務員の給与削減と同等の給与削減相当額等に

　　　　伴い、予算金額に比して決算金額が４７６百万円少額となっている。

（注２）施設整備費補助金については、当初事業計画の変更に伴い、予算金額に比して決算金額が２，９２３百万円

　　　　少額となっている。

（注４）補助金等収入については、国からの補助金の獲得により、予算金額に比して決算金額が８１百万円多額と

　　　　なっている。

（注３）施設整備費補助金のうち補正予算による追加については、当初事業計画の変更に伴い、予算金額に比して決算

　　　　金額が９２５百万円少額となっている。

（注10）教育研究経費については、競争的補助金等間接経費が増加したこと等により、予算金額に比して決算金額が

　　　　６９３百万円多額となっている。

（注11）診療経費については、補正予算の繰越等により、予算金額に比して決算金額が９４２百万円少額となっている。

（注12）注２、及び注９に示した理由により、予算金額に比して決算金額が３，６９７百万円少額となっている。

（注13）注４に示した理由により、予算金額に比して決算金額が８１百万円多額となっている。

（注14）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、翌年度への繰延べ額の増加等により、予算金額に比して

　　　　決算金額が１３５百万円少額となっている。


